
自ら問題に取り組み，考えを深め合う子供の育成
～算数科における学びをつなげる活動を通して～
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視点1
学習課題と
学習課題のつながり

視点２
子供同士の
考えのつながり

視点３
既習内容との

つながり

・ 観点を示した振り返り
・ 教室内の算数コーナー
・ レディネスを揃える算数
タイム

・ 視点を明確にした対話活動

・ 子供同士のやりとりを意識
した発問

Ⅲ 研究授業及び全体会・分科会の様子
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Ⅱ 研究の視点と内容 研究の仮説

Ⅰ 研究主題

一単位時間の中で二つの学習
課題を取り扱うならば，比較し
て共通点や相違点に気付いたり，
物事を関連付けて考えたりする
ことができ，統合的に考察する
力がつくのではないか。

教師が，話合いの視点を明確
に示したり，子供同士の考えを
結び付けるような発問をしたり
するならば，対話活動が活発に
なり，統合的に考察する力がつ
くのではないか。

子供が既習内容とのつながり
を意識し，物事を関連付けて考
察したり，自らが判断したこと
を振り返ったりするならば，統
合的に考察する力がつくのでは
ないか。


